
４．世界的な水問題への取り組みについて 
～ユネスコセンターの設立準備等～         

○国際的研究拠点としてのユネスコセンター設立と流域治水技術に関す

る研究体制充実の一体的推進 
  第３回世界水フォーラムを受け、

我が国の治水分野での技術的蓄積

を活かしたさらなる国際貢献を推

進するため、独立行政法人土木研

究所において洪水等の水関連災害

とそのリスクマネジメントに関す

る国際的な研究・研修・情報ネッ

トワーク活動を行うユネスコセン

ターの設立に向けて、洪水ハザードマップ等具体的な研修、国内外の関

連機関と連携した水関連災害に関する研究の推進などの準備活動を展開

する。 

また、都市部で頻発する浸水被害の回避・軽減に資するため、異常豪

雨等の雨量・水文データ等に関する流域治水統合データベースの構築な

ど流域治水技術に関わる研究体制の充実を図る。流域治水技術の研究に

際しては、ユネスコのネットワークを活用して国内外から情報収集を図

ることがより効果的であり、一方、流域治水技術に関する研究成果は、

最新の知見の提供を通じてユネスコセンターの研修活動に直接反映す

ることが期待されることから、両者を一体的に推進する。 

なお、センターは平成 17 年秋のユネスコ総会での承認、その後閣議

決定を経た上で速やかに開設する予定である。 

ユネスコセンターの活動 

【世界的な水災害・リスクに関する相乗効果的リンク】 


